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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。  

 

一
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
子
供
た

ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
体
制
と
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
政
府
は
、
少
人
数

学
級
の
効
果
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
、
中
学
校
三
十
五
人
学
級
な
ど
さ
ら
な
る
改
善
を
含
め
検
討
し
、
学
校
の
望
ま
し
い
指

導
体
制
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
高
等
学
校
の
学
級
編
制
の
標
準
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。 

 

二
、
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
段
階
的
な
三
十
五
人
学
級
編
制
は
、
必
要
な
加
配
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
な
く
、
安
定
的
な
財
源

に
よ
っ
て
措
置
す
る
こ
と
。
特
に
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
三
十
五
人
を
下
回
る
少
人
数
学
級
や
チ
ー
ム

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
の
少
人
数
指
導
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
に
係
る
指
導
、
専
科
配
置
な
ど
の
加
配
定
数
は
、
教
育
環
境
の

改
善
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
な
教
職
員
定
数
を
引
き
続
き
確
保
す
る
こ
と
。 

 

三
、
三
十
五
人
学
級
を
担
う
教
員
の
人
材
確
保
の
た
め
、
文
部
科
学
省
が
進
め
る
教
員
免
許
更
新
制
や
研
修
の
包
括
的
な
検
証

に
お
い
て
、
教
員
免
許
更
新
制
の
大
幅
な
縮
小
や
廃
止
を
含
め
、
教
員
の
資
質
能
力
の
確
保
、
負
担
の
軽
減
、
必
要
な
教
員

の
確
保
の
観
点
か
ら
検
証
・
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 



四
、
意
欲
と
情
熱
を
も
っ
て
教
育
に
取
り
組
む
優
れ
た
教
員
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
の
義

務
教
育
諸
学
校
の
教
育
職
員
の
人
材
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
処
遇
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
及
び
地
方
交
付
税
の
財
源
確
保
を
確
実
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
教
育
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
を
行
い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
そ
の
他
の
関
係
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

五
、
学
級
編
制
の
標
準
の
引
下
げ
が
教
育
活
動
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
育
成
の
み
な

ら
ず
、
指
導
方
法
・
学
習
環
境
の
改
善
や
不
登
校
児
童
生
徒
、
発
達
障
害
児
童
生
徒
な
ど
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
子
供
へ
の

対
応
な
ど
を
含
め
総
合
的
に
行
う
こ
と
。 

 

六
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
資
す
る
た
め
、
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
は
、
教
員
の
定
数
増
を
含
め
検
討
し
、
小

学
校
教
員
の
持
ち
授
業
時
数
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
中
学
校
教
員
が
小
学
校
で
指
導
す
る
場
合
に
は
、
十
分
な
負
担

軽
減
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

七
、
質
の
高
い
教
員
の
確
保
に
向
け
て
幅
広
く
人
材
を
活
用
す
る
た
め
に
、
多
様
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
社
会
人
が
働
き

な
が
ら
教
員
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
や
教
員
免
許
状
保
有
者
が
学
び
直
し
を
経
て
学
校
現
場
で
働
く
こ
と
等
を
支
援
す
る

な
ど
、
教
育
職
員
免
許
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
含
む
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

八
、
本
法
に
よ
り
計
画
的
な
教
員
定
数
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
必
要
な
教
員
を
採



用
・
配
置
し
や
す
く
な
る
。
国
は
、
非
正
規
教
員
が
増
加
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
正
規
教
員
を

計
画
的
・
安
定
的
に
採
用
・
配
置
す
る
よ
う
促
す
こ
と
。 

 
右
決
議
す
る
。 


